
資料３「水防災意識社会再構築ビジョ
ン」に基づく函館建設管理部の減災に
関する取組について

北海道渡島総合振興局函館建設管理部

平成30年 6月２０日（水）
第５回 後志利別川水系外大規模氾濫に関する減災対策協議会

１．洪水氾濫危険区域図の策定スケジュールについて
２．危機管理型ハード対策の今後の取組について
３．危機管理型水位計の今後の設置スケジュールについて



１．洪水氾濫危険区域図の策定スケジュールについて
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【国土交通省資料より抜粋】
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【国土交通省資料より抜粋し追記】
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【国土交通省資料より抜粋し追記】

＜平成27年7月19日施行＞



水防法の改正の概要＜平成27年7月19日施行＞

• 洪水について、想定し得る最大規模の降雨を前提
とした浸水想定区域を示す

現行の洪水に係わる浸水想定区域について、河川整備において基本とな
る降雨を前提とした区域から、想定し得る最大規模の降雨を前提とした
区域に拡充
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想定し得る最大規模の降雨による洪水に対する避難確保・被害軽減



洪水氾濫危険区域図

洪水氾濫危険区域図は、簡便な氾濫シミュレー
ション解析により作成する。

解析ソフトウェアは、氾濫流速、氾濫時間の経過
に伴う浸水状況等も計算可能な、iRIC Projectから
無償で提供されているソフトウェア（以下、iRIC）
を使用

水位周知河川以外の管理河川についてもＨ３０に
洪水氾濫危険区域図を作成する予定です。



氾濫計算における留意事項

○一般に利用可能な国土地理院の基盤地図情報（25,000数値標高モデル）5m

メッシュ、10mメッシュ等の地形の数値データを用いて作成することを基本と

する。

○このため、堤防などが設置されていても、考慮されない。

○下流端流量を上流端から流下させ氾濫計算を行い浸水区域等を設定する。

○洪水氾濫危険区域図の作成に必要な氾濫原の地形データは、
既存資料や一般に利用可能な数値データを活用するものとす
る。

○対象河川毎に、下流端流量で氾濫計算を行う。

注）洪水氾濫危険区域図は、河川断面など詳細な調査をしていない簡便な手法
であるため、浸水範囲や浸水深などは概略で示していることから、表示以
上の浸水深となったり浸水が予想されていない箇所でも浸水が起こる可能
性があります。
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２．危機管理型ハード対策の今後の取組について



10
【国土交通省資料より抜粋し追記】
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【国土交通省資料より抜粋】



危機管理型ハード対策の今後の取組予定

• 交付金事業実施中で社会資本総合整備計画内に重
要水防区間を含む河川（本協議会対象：１河川）

⇒太櫓川（せたな町）
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危機管理型ハード対策（堤防天端舗装）実施河川

平成29年度より実施中

太櫓川施工状況



３．危機管理型水位計の今後の設置スケジュールについて



H３０年度～Ｈ３２年度の３ヶ年で設置予定

• 馬場川（馬場川水系）（せたな町）
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Ｈ３１年度～Ｈ３２年度設置予定

利別目名川（せたな町・今金町）

冷水川・丸山川・不逢川・ﾄﾝｹ川・鯎川・小川（小川水

系）・砥歌川・上古丹川・臼別川・平田内川（せたな町）

ﾊﾟﾝｹｵｲﾁｬﾇﾝﾍﾟ川・田代川・下ﾊｶｲﾏｯﾌﾟ川・馬場川（後志利別

川水系）・濁川（今金町）

※設置年次は変更になる場合があります。

Ｈ３０年度設置予定


